
 

２ 相模原市・津久井郡４町の位置付け等 
 
（１）「かながわ新総合計画２１」における位置付け 

    平成９年３月に策定された「かながわ新総合計画２１」において、本地域は、神奈川県に

おける東西交流・南北交流の結節地域、みどりの中で産業と調和する生活都市として「環境

共生生活都市圏」として位置付けられています。 
    その中で、相模原市の属する県央地域は、快適な環境と生活・産業が調和した質の高い都 
 市県央として、地域の将来像を「人と水・みどりの環境交流都市・県央」として位置付けら 

れています。 
   また、津久井郡４町の属する津久井地区は、森と清流と湖に包まれ、人とひと、人と文化・ 
  産業が共生するいきいきとした津久井として、地域の将来像を「環境と文化の織りなす 創 
 造のまち・津久井」として位置付けられています。 

 
（２）「第３次新津久井地域広域市町村圏計画」における位置付け 

    津久井郡４町は、平成１３年３月に策定した「第３次新津久井地域広域市町村圏計画」に 
 おいて、自然を守り、自然と共生する生活を実現し、さまざまな分野で協働しあう活力ある 
 圏域づくりを目指し、地域の将来像を「水と緑の活力ある心豊かなふるさと」と位置付けて 
 います。 

 
（３）相模原市・津久井郡４町の総合計画の概要 
      相模原市、城山町、津久井町、相模湖町、藤野町の総合計画の概略は、次ページの「相模

原市・津久井郡４町の総合計画の概要」のとおりとなっています。 
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区 分 相 模 原 市 城 山 町 津 久 井 町 相 模 湖 町 藤 野 町 

名  称 相 模 原 市 ２ １ 世 紀 総 合 計 画 城 山 町 新 総 合 計 画 第 二 次 新 津 久 井 町 総 合 計 画 第 ４ 次 相 模 湖 町 総 合 計 画 藤 野 町 第 ４ 次 総 合 計 画 

基 本 構 想 
議 決 年 月 日 

平成１０年３月２３日 平成１３年６月５日 平成２年１２月７日 平成９年１２月９日 平成１１年３月５日 

基 本 構 想 の 期 間 平成１０年度～２１世紀初頭 平成１３年度～平成２２年度 平成３年度～平成２２年度 平成１０年度～平成２９年度 平成１１年度～平成２０年度 

策 定 期 日 平成１０年１２月２４日 平成１３年６月５日 平成１２年１２月２２日 平成９年１２月９日 平成１１年３月５日 

基 本 計 画 の 期 間 平成１１年度～平成２２年度 平成１３年度～平成２２年度 平成１３年度～平成１７年度 平成１０年度～平成１９年度 平成１１年度～平成１５年度 

将 来 像 「輝きと愛があふれる人間都市

さがみはら」 
「水と緑に町民の健やかさがこだ

まする憩いある生活都市・城山」 「水源文化都市・津久井」 「ひとと自然をつなぐ活力ある林

間都市・相模湖町」 
「人と自然をいかした豊かなふる

さと文化のまち・藤野」 

基 本 理 念 

･･･住みよい風格のあるまちへの

限りない発展を願い、市民の行動規

範として制定された「相模原市民憲

章」を基本とし、『人間尊重』を基

本理念としてまちづくりを進めま

す。 

① 生活優先のまちづくり 
② 町民参加のまちづくりの実現 
③ 創造性とアイディアの発揮 
④ 広域的な連携と交流 

 津久井町が２１世紀に向かって

築いていく自然との共生都市は、今

日、世界的に注目されている日本庭

園の思想を都市づくりに生かし、丹

沢の山並み、広大な森林、湖、川等

の「自然に従う」心と、人々が住ま

い、働き、集う等の活力を生み出す

場としての「自然を造形する」心で

自然と共生する理想都市を築くこ

とです。 
 いうなれば、町全体が大きな日本

庭園のような個性豊かな活力ある

美しい都市づくりです。 

① 相模湖の個性の発揮 
② ゆとりと思いやりの地域社会

づくり 
③ 住民の手によるまちづくり 

･･･この町に誇りと愛着を持って、

一人ひとりが知恵を出し、まちづく

りのパートナーとして能力を発揮

できる『手をかけ声をかけるまちづ

くり』 

基 本 目 標 

① 「学びあい あたたかさのある

福祉文化都市」をめざして 
② 「ゆとりある みどり豊かな環

境共生都市」をめざして 
③ 「躍動し 魅力あふれる交流拠

点都市」をめざして 

① 魅力ある生活創造都市をめざ

して 
② 安全で快適な生活創造都市を

めざして 
③ 活力ある豊かな生活創造都市

をめざして 
④ 健康でゆとりある生活創造都

市をめざして 
⑤ 豊かな人間性を育む生活創造

都市をめざして 

① 自然と調和した〈都市基盤〉の

創造 
② いきいきと暮らせる〈生活環

境〉の創造 
③ すこやかで心ふれあう〈健康･

福祉〉の創造 
④ 個性をのばす〈教育･文化〉の

創造 
⑤ 新しい流れをつくる〈産業〉の

創造 

① 安心、安全なまちづくり 
② ひとと自然が響きあう、美しい

まちづくり 
③ 新たな時代を拓く交流の広が

るまちづくり 

① 総合福祉の充実 
② ひとづくりまちづくり 
③ 環境との共生 
④ 快適な都市生活 
⑤ 参加と連携 

基 本 的 視 点 

① 多様な参加による計画づくり 
② 成熟社会を見据えた計画づく

り 
③ 生活者の発想を大切にした計

画づくり 
④ 地域の主体性を生かした計画

づくり 
⑤ 総合的な視点に立った計画づ

くり 

① 少子･高齢社会の進展 
② 環境と共生する社会の構築 
③ 高度情報化社会の到来 
④ 都市の成熟と価値観の多様 
  化 
⑤ 地域の自立と連携 
⑥ 国際化の進展 

① 高齢化社会への対応 
② 国際化への対応 
③ 高度情報化社会への対応 
④ 価値観の多様化への対応 
⑤ 財政基盤確立への対応 

① 活力の維持・創出のまちづくり 
② 自然環境を大切にしたまちづ

くり 
③ 住民生活の安全を重視したま

ちづくり 
④ 住民生活の広域化･多様化に対

応したまちづくり 
⑤ 効果的な行財政運営によるま

ちづくり 

① 時代の潮流 
② 個性をいかしたまちづくり 
 
 

         【相模原市・津久井郡４町の総合計画の概要】 



 

３ 産業の状況 
 
（１）産業構造 

    平成１２年の本地域の就業者総数は、342,325 人であり、第 1 次産業は 2,389 人で 0.7％、 
  第 2 次産業は 108,133 人で 31.6％、第 3 次産業は 224,928 人で 65.7％となっています。 

     平成２年からの推移をみると、平成７年の就業者総数は 337,505人にまで増加しましたが、 
    平成１２年までの伸び率は鈍化した傾向にあります。 
     この間、第 1 次産業は平成 2 年の 3,025 人、就業者数の 1.0％を占めていましたが、その

後減少傾向が続き、平成１２年には 2,389 人となり、就業者数の占める割合も 0.7％に低下

しています。 
     第 2 次産業は、平成７年に 119,765 人、35.5％を占めるまでに増加しましたが、平成１２ 
    年には 108,133 人へと若干減少し、占める割合も 31.6％に低下しています。 
     第 3 次産業は、平成７年の 212,489 人、63.0％から平成１２年の 224,928 人、65.7％へと、 
    就業者数及び占める割合も増加しています。 

各市町別にみると、第 1 次産業就業人口については、減少傾向にありますが、藤野町につ

いては、平成７年から平成１２年にかけて増加しています。 
第 2 次産業就業人口については、平成７年から平成１２年にかけてすべての市町において

減少しています。 
平成１２年の第 1 次産業比率は、藤野町が 2.4％と若干高くなっています。また、第 2 次

産業比率は津久井町の 38.4％が最も高く、次いで藤野町の 36.5％となっており、さらに、第

3 次産業比率は相模湖町の 68.0％が最も高くなっています。 
 
【産業別就業者の割合】（15 歳以上常住者産業 3 部門別就業者割合） 

0.6%

31.2%
66.1%

1.6%

32.2%
65.1%

1.5%

38.4%
59.8%

1.7%

29.7%
68.0%

2.4%

36.5%
60.0%

資料：国勢調査〔平成 12 年〕（総務省統計局）
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【産業別就業者数とその割合の推移】                   （単位：人・％） 
区 分 相模原市 城 山 町 津久井町 相模湖町 藤 野 町 合 計 

合 計 269,896 10,368 13,751 4,854 5,141 304,010

第 1 次産業

就 業 者 数 
2,199 193 395 108 130 3,025 

就業者割合 0.8 1.9 2.9 2.3 2.5 1.0

第２次産業

就 業 者 数 
104,184 4,358 6,054 1,675 2,184 118,455

就業者割合 38.6 42.0 44.0 35.0 42.5 39.0

第３次産業

就 業 者 数 
162,065 5,817 7,244 3,069 2,800 180,995

平 成 ２ 年 

就業者割合 60.0 56.1 52.7 63.2 54.5 59.5

合 計 299,488 11,697 15,488 5,376 5,456 337,505

第 1 次産業

就 業 者 数 
2,146 203 343 105 100 2,897 

就業者割合 0.7 1.7 2.2 2.0 1.8 0.9

第２次産業

就 業 者 数 
104,719 4,482 6,695 1,702 2,167 119,765

就業者割合 35.0 38.3 43.2 31.7 39.7 35.5

第３次産業

就 業 者 数 
190,372 7,012 8,408 3,533 3,164 212,489

平 成 ７ 年 

就業者割合 63.6 59.9 54.3 65.7 58.0 63.0

合 計 304,534 11,843 15,459 5,090 5,399 342,325

第 1 次産業

就 業 者 数 
1,754 189 230 86 130 2,389 

就業者割合 0.6 1.6 1.5 1.7 2.4 0.7

第２次産業

就 業 者 数 
94,908 3,809 5,934 1,513 1,969 108,133

就業者割合 31.2 32.2 38.4 29.7 36.5 31.6

第３次産業

就 業 者 数 
201,267 7,708 9,252 3,463 3,238 224,928

平成１２年 

就業者割合 66.1 65.1 59.8 68.0 60.0 65.7

資料：国勢調査（総務省統計局）    

（注）分類不明を表示していないため、合計が一致しないケースもある。 
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【産業中分類別就業者数とその割合】 
区 原分 相模 市 城 山 町 津久井町 相模湖町 藤 野 町 合 計 

者 総 数 30 4 11 15, 5,09 5,399 342,325

就

就業

就 業 者 数 1.734 185 204 279 116 ,318

就業

就 業

就業  0. 0.3 0.0

就 業

就業

就 業 者 数 ,809 934 3 10 94,908 3 5, 1.51 1,969 8,133

就業者割合 2 38.4 29. 36.5 31.6

就

就業

就 業 者 数 ,194 786 1 3228,283 1 1, 48 604 ,348

就業

就 業

就業  26.7 20. 25.2 22.1

就 業

就業

就 業 者 数 1,127 126 110 36 44 1,443・ガス供

水道業 就業者割合 4 0. 0.8 0.4

就

就業

就 業 者 数 ,470 888 6 7366,667 2 2, 97 837 ,838・小売・

食 店 就業

就 業

就業  1. 1.4 2.6

就 業
産 業

就業

就 業 者 数 ,406 184 2 10 91,523 3 4, 1,67 1,698 2,483

従 業 4,53 ,843 459 0

業 者 数 1,754 189 230 86 130 2,389
第 １ 次 産 業 

者割合 0.6 1.6 1.5 1.7 2.4 0.7

農 業 
者割合 0.6 1.6 1.3 1.6 2.1 0.7

者 数 14 1 22 7 14 58
林 業 

者割合 0.0 0.0 0.1 1

者 数 6 3 4 - - 13

 

漁 業 
者割合 0.0 0.0 0.0 - - 0.0

第 ２ 次 産 業 
31. 32.2 7

業 者 数 55 13 21 - 2 91
鉱 業 

者割合 0.0 0.1 0.1 - 0.0 0.0

建 設 業 
者割合 9.3 10.1 11.6 9.4 11.2 9.4

者 数 66,570 2,602 4,127 1,032 1,363 75,694

 

製 造 業 
者割合 21.9 22.0 3

者 数 210,267 7,708 9,252 3,463 3,238 224,928
第 ３ 次 産 業 

者割合 66.1 65.1 59.8 68.0 60.0 65.7

電気

給・ 0. 1.1 0.7 7

業 者 数 19,591 789 1,144 330 268 22,122
運輸・通信業 

者割合 6.4 6.7 7.4 6.5 5.0 6.5

卸売

飲 者割合 21.9 20.9 18.7 19.2 15.5 21.6

者 数 8,099 293 206 87 78 8,763
金融･保険業 

者割合 2.7 2.5 1.3 7

者 数 5,218 121 131 56 38 5,564
不 動  

者割合 1.7 1.0 0.8 1.1 0.7 1.6

サービス業 
28.8 27.1 32.8 31.5 29.9就業者割合 30.1

就 業 者 数 9,042 503 589 306 275 10,715公務（他に分類

されないもの） 就業者割合 3.0 4.2 3.8 6.0 5.1 3.1

就 業 者 数 6,605 137 43 28 62 6,875

 

 

分類不能の

産 業 就業者割合 2.2 1.2 0.3 0.6 1.1 2.0

資料：国勢調査〔平成 12 年〕（総務省統計局） 

（注）分類不明を表示していないため、合計が一致しないケースもある。 
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（２）第１次産業 
    本地域の農家数は 1,255 戸で のあり、そ うち 226 戸が専業農

。 、主 得が 所得でない第 2
農家の割合が多いことを意味しています。 

 
 
【農業の状                      ( 位：戸・ ) 

農 家 耕地総 積（販 家） 

家、111 戸が第 1 種兼業農家、

918 戸が第 2 種兼業農家となっています これは たる所 農業 種兼業

況】         単 ㌃

販 売  経営 面 売農

分 専 業 

農 家 

5 155 73 567 08 31 067

16 15 91 7,45 1,11 4,753 1,591

井 町 171 32 18 121 15 8,771 ,344

6 1 73 26 42 27

17 4 66 4,297 4 700

226 111 918 82,44 7,664 3,729

 

 年代別農家世帯員数につい が 人と ％を占 おり、 従事

家 数  

総 数

町 1,27 12 16. 35.6% 0%

町 1,084 14 14. 33.7% 9%

計 13,07 99 2 4 12 16. 35.5% .6%

年世界農林業センサス 川県 要（ 県 統計  

区
合  計

第 １ 種

兼業農家

第 ２ 種

兼業農家
総  数 田 畑 樹 園 地

相 模 原 市 79 54,781 6, 3 41,6 7,

城 山 町 122 7 3 

津 久 11,273 8 2

相 模 湖 町 80 4,636 7 3,3 1,0

藤 野 町 87 3 2,554 1,

合   計 1,255 4 61,051 1

資料：2000 年世界農林業センサス神奈川県結果概要（神奈川県企画部統計課）

 
 
 
   ては、60 歳以上 4,656 35.6 めて 農業  
  者の高齢化が進展している状況を示しています。 
 
【年代別農家世帯員数】 

年齢別農 世帯員 （人） 割  合 (％） 

区 分 
 

14 歳 

以下 

15～ 

29 歳

30～ 

59 歳 

60 歳

以上 

14 歳

以下 

15～ 

29 歳 

30～ 

59 歳 

60 歳

以上 

相 模 原 市 7,045 838 1,247 2,550 2,410 11.9% 17.7% 36.2% 34.2%

城 山 5 153 209 454 459 .0% 4%  36.

津 久 井 町 2,093 241 338 715 799 11.5% 16.1% 34.2% 38.2%

相 模 湖  160 159 365 400 .8% 7%  36.

藤 野 町 1,573 181 246 558 588 11.5% 15.6% 35.5% 37.4%

合  0 1,573 2,1 4,64 ,656 .0% 8%  35

資料：2000 神奈 結果概 神奈川 企画部 課）
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   平成１３年の農業粗生産額については、本地域全体で約 43 億円となっていますが、平成 
 

【平

農業粗生産額】                              (単位：千万円) 

  １０年からの農業粗生産額（耕種、畜産）の推移をみると、減少傾向にあります。 
成 13 年農業粗生産額】 

311千万円
32千万円

52千万円

14千万円17千万円

【

区                 分 平 成 １ ０ 年 平 成 １ １ 年 平 成 １ ２ 年 平 成 １ ３ 年 
計 344 323 327 311 

耕  種 155 136 140 129 相 模 原 市 

 産 189 187 187 182 畜 

計 35 33 32 34 

 種 25 23  22 城 山 町 

畜 10   産 10 10  10

計  70 62 57 52

耕  1  種 37 33 3  28津 久 井 町 

 6  畜 産 33 29 2  24

計  18 16 15 14

耕  9種 11 10  8 相 模 湖 町 

6畜  産 7 6  6 

耕 24

計 22 19 18 

35 

17 

耕  種 16 14 14 13 藤 野 町 

畜  産 6 5 4 4 

計 489 453 451 426 

耕  種 244 216 218 200 合  計 

畜  産 245 237 233 226 

資料：神奈川農林水産統計年報（関東農政局神奈川統計情報事務所）



 

   本地域における市民農園については、農園面積の合計が 157,922 ㎡、区画数合計が 5,341 
  区画となっています。 

   1 区画当りの平均農園面積は、城山町と津久井町が 50 ㎡前後ですが、藤野町と相模原市は 
  30 ㎡前後の農園面積となっています。 
   相模原市の特定貸付法の 93 箇所については、レクリェーション農園 73 箇所（全箇所水道 

  完備）と生きがい農園 20 箇所に区別されています。 

 
 
【市民農園の開設状況】（平成 15 年 3 月現在） 

開設主体別農園数 開設手法別箇所数 

区  分 
市町村 農 協 農 家 計 

市 民

農園法 
特 定

貸付法 
農園利用

方式だけ 

農   園 

面 積 

(㎡） 

区 画 数

相模原市 93  － 21 114 1 93 20 120,613 4,557

城 山 町 1  － 17 18  － 1 17 23,025 432

津久井町  －  － 1 1 1  －  － 9,744 201

相模湖町  －  － － －  －  － － － －

藤 野 町  －  － 1 1  －  － 1 4,540 151

合    計 94 － 40 134 2 94  38 157,922 5,341

資料：神奈川県環境農政部農地課  
園整備促進法」 

 
【１区画あたりの農園面積】 

 城 山 町 津 久 井 相 模 湖 藤 野 町

（注 1）市民農園法…「市民農

（注 2）特定貸付法…「特定農地貸付けに関する農地法等の特例に関する法律」 

区 分 相 模 原 市  町 町  

本地域における林家数につ 53 、藤 の林 れ

林家数】              ） 
原 市 城 町

187 32

2000 林業センサス 果概 県企 ） 

農園面積（㎡） 
 ／区画数 

26.5 53.3 48.5 － 30.1

 
 
 

いては、合計 2 戸であり 野町で多く 業が営なま

ています。 

 
【                     （単位：戸

区 分 相 模 山 町 津 久 井 町 相 模 湖 町 藤 野  合  計

林  家  数 147 13 96 89  5

資料： 年世界農 神奈川県結 要（神奈川 画部統計課
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    平成１３年における、合計の事業所数は 1,372 所、従業員数は 45,773 人、製造品出荷額 

  等は約 1 兆 7,444 億円となっています。 

 

 

 

【年間製造品出荷額】（従業員 4 人以上の事業所の年間製造品出荷額）                   

資料：工業統計調査〔平成 13 年〕（神奈川県企画部統計課） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（３）第２次産業 

1,607,559百万円

69,737百万円

10,688百万円

42,913百万円

13,516百万円
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【工業の推移】 
区 分 平 成 ９ 年 平成１０年 平成１１年 平成１２年 平成１３年

事 業 所 数 所 1,162 1,348 1,291 1,366 1,170 相

従 業 者 数 人 46,536 模 47,661 46,121 43,748 41,296 

原 製 造 品 

市 出 荷 額 等 
百万円 1,871,402 1,694,037 1,785,837 1,823,847 1,607,559 

事 業 所 数 所 34 38 34 32 29 

従 業 者 数 人 1,647 1,740 1,295 1,710 1,245 
城 

町 
出 荷 額 等 

0 49, 69,737 

山
製 造 品 

百万円 51,97 328 38,160 60,189 

事 業 所 数 所 106 120 110 104 101 津

久

品

等 
83 45 4 354 44 42,

井 製 造

町 出 荷 額

 
百万円 43,4 ,247 1, ,714 913 

事 業 所 数 所 29 3 8 6 3  33 32 

従 業 者 数 人 507 465 538 528 524 

相

模

湖 製 造

町 出 荷 額

品 

等
百万円 13,677 9,124 9,211 8,143 10,688 

 

従 業 者 数 人 2,372 2,484 2,345 2,007 2,057 

事 業 所 数 所 53 59 49 57 40 

従 業 者 数 人 771 763 702 774 651 
藤

野

町 
出 荷 額 等 

百万円 16,202 14,424 13,059 15,266 13,516 
製 造 品 

事 業 所 数 所 1,384 1,601 1,522 1,592 1,372 

従 業 者 数 人 51,833 53,113 51,001 48,767 45,773 

製 造 品 

出 荷 額
1,9 1,81 ,887, ,15 ,413 

合 

 

計 
等 

百万円 96,734 2,160 1 621 1,952 9 1,744

資料：工業統計調査（神奈川県企画部統計課） 
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（４）第３次産業 
   本地域全体での商店数は 5,790 店、従業者数は 48,479 人、さらに、年間商品販売額は、 

  約 1 兆 2,662 億円となっています。 

    全体的に年間商品販売額が減少している中、平成１１年から平成１４年の推移をみると、

藤野町は、大幅に年間商品販売額が増加しています。 

 

1,205,059百万円

24,190百万円

22,593百万円

6,327百万円8,760百万円

【年間商品販売額】 
資料：商業統計調査〔平成 14 年〕 
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【商業の推移】 
区 分 平 成 ３ 年 平 成 ６ 年 平 成 ９ 年 年平成１１年 平成１４

商 店 数 店 5, 5  3 735 ,524 5,276 5,831 5,20

従 業 者 数 人 34 3  4  ,706 9,248 38,733 47,822 44,84

相

模

原

市 

年 間 商 品 

販 売 額 
万 2, 8 11  5 円 13 994,734 11 ,411,568 7,684,653 129,959,407 120,505,93

商 店 数 店 162 15 1  3  5 66 174 16

従 業 者 数 人  0  753 969 1,152 1,273 1,51
城

山

町 
年 間 商 品 

販 売 額 
万 1,724,011 2,105,046 2,838,223 3,231,990 2,419,020 円

商 店 数 店 27 2  4 8 61 243 231 22

従 業 者 数 人 1, 1  3  084 ,312 1,385 1,413 1,26

津

久

井

町 

年 間 商 品 

販 売 額 
万 2,196,212 2,281,590 2,417,329 2,385,643 2,259,342 円

商 店 数 店 142 12 1  4  6 12 122 11

従 業 者 数 人 47 5  5  9 21 491 534 53

相

模

湖

町 

年 間 商 品 

販 売 額 
万 856,789 857,911 745,979  2 円 638,306 632,72

商 店 数 店 102 9  6  5 91 89 8

従 業 者 数 人 30 2  7  3 88 289 325 32
藤

野

町 
年 間 商 品 

販 売 額 
万 397 43 4  6 円 ,932 7,890 25,339 404,023 875,96

商 店 数 店 6, 6  0 419 ,161 5,888 6,447 5,79

従 業 者 数 人 37 4  9  ,325 2,338 42,050 51,367 48,47
合 

 

計 
年 間 商 品 

販 売 額 
万 8, 4 12  5 円 13 169,678 12 ,094,005 4,111,523 136,619,369 126,692,98

資料：商業統計調査（神奈川県企画部統計課） 
（注）平成 3 年～平成 9 年は 3 年毎の調査であり、平成 9 年以降は 5 年毎の調査となるが、中間 

  年に簡易調査が行われる。  

40 



   本地域には歴史・文化遺産や豊かな自然を背景にした観光施設が多くありますが、本地域 
  の観光形態としては、滞在型の宿泊客は少なく日帰り客が中心となっています。 

 
【観光の状況】                             (単位：人・千円) 

区        分 平成１０年 平成１１年 平成１２年 平成１３年 平成１４年

合 計 3,233,437 3,082,245 3,294,728 3,280,546 3,378,841

宿 泊 … … … … …

相

模

原

市 

観 光 客 数 

日 帰 り 3,233,437 3,082,245 3,294,728 3,280,546 3,378,841

合 計 568,586 746,055 667,880 698,185 671,763

宿 泊 18,633 18,892 21,275 22,356 17,877

城

山

町 

観 光 客 数 

日 帰 り 549,953 727,163 646,605 675,829 653,886

合 計 941,085 772,804 837,669 849,833 878,450

宿 泊 114,067 91,010 151,417 173,073 134,706

津

久

井

町 

観 光 客 数 

日 帰 り 827,018 681,794 686,252 676,760 743,744

合 計 579,496 573,815 569,547 544,231 550,056

宿 泊 55,800 50,420 48,831 54,655 52,171

相

模

湖

町 

観 光 客 数 

日 帰 り 523,696 523,395 520,716 489,576 497,885

合 計 637,418 601,536 584,390 598,796 551,277

宿 泊 75,936 74,660 70,120 81,548 66,443

藤

野

町 

観 光 客 数 

日 帰 り 561,482 526,876 514,270 517,248 484,834

資料：神奈川県入込観光客調査報告書（神奈川県観光振興対策協議会）、各市町統計書 

    
   本地域には栗拾いや梨狩り等の観光農園が 30 箇所ほどあり、地域全体に点在していま 
  すが、中でも相模原市において、ぶどう狩り農園が数多く開園しています。 
【観光農園の状況】                            （単位：箇所） 

区 分 栗 きのこ 梨 芋 りんご ぶどう
とうも

ろこし

たけ

のこ 
梅 柿 

相 模 原 市 2 - 2 - 1 5 - - - - 

城 山 町 - -  1 1 - - - - 1 - 

津 久 井 町  1 -  1 1 2 1  1 1 1 1 

相 模 湖 町  1  - - - - - - - 1 - 

藤 野 町  1  1 - 1 - -  1 1 - - 

合   計  5  1 4 3 3  6 2 2 3 1 

資料：わたしたちのくらしと神奈川の農林水産業〔平成 15 年版〕（神奈川県環境農政部環境農政 
   総務室）、さがみはらフルーツマップ〔平成 14 年版〕（相模原市果実組合)、スポットガイ 
   ド奥さがみ（神奈川県観光協会） 
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【主な観光資源】 

■相模原市 

主 な 観 光 地 主なまつり・イベント 

○当麻山無量光寺（かながわの景勝 50 選） 

○八景の棚（相模川八景） 

○水郷田名（相模川八景） 

○市営キャンプ場 

○県立相模原公園 

○市立相模原麻溝公園 

○道保川公園（日本の音風景 100 選） 

      （かながわの公園 50 選） 

○市民桜（若葉）まつり（４月又は５月） 

○泳げ鯉のぼり相模川（４月～５月） 

○相模の大凧まつり（５月） 

（かながわのまつり 50 選） 

○上溝夏祭り（７月） 

（かながわのまつり 50 選） 

○相模原納涼花火大会（７月） 

○橋本七夕まつり（８月） 

（かながわのまつり 50 選） 

○東林間サマーわぁ！ニバル（８月） 

○薪能（８月） 

○よさこいまつり（９月） 

○相模ねぶたカーニバル（１０月） 

○相模大野まんどうまつり（１０月） 

 

 

 

■城山町 

主 な 観 光 地 主なまつり・イベント 

○城山湖・町民の森散策路（かながわの探鳥地

50 選・かながわの公園 50 選） 

○小倉橋周辺（かながわの景勝 50 選・相模川

八景・かながわの橋 100 選） 

○城山かたくりの里（３月～４月） 

（かながわの花の名所 100 選） 

○津久井湖・城山ダム・県立津久井湖城山公園

水の苑地 

○評議原のもみじ＜金刀比羅宮参道＞ 

○ほたるの里＜小松川・穴川・藤木川＞ 

○本沢梅園まつり（３月） 

○津久井湖さくらまつり（４月） 

○城北里山まつり（６月） 

○小倉橋灯ろう流し（８月） 

○川尻八幡宮の夏祭り（８月） 

（かながわのまつり 50 選） 

○小松コスモスまつり（１０月） 

○もみじまつり（１０月） 

○菊まつり（１１月） 
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■津久井町 

主 な 観 光 地 主なまつり・イベント 

○津久井湖（城山ダム） 

○県立津久井湖城山公園 

（津久井城址城山：かながわの景勝 50 選）

花の苑地、根小屋地区 

○宮ヶ瀬湖・鳥居原ふれあいの館・虹の大橋 

（かながわの橋 100 選） 

○道志川渓谷のキャンプ場 

○尾崎咢堂記念館 

○丹沢山塊・東海自然歩道 

○早戸大滝（日本の滝 100 選） 

○津久井湖さくらまつり（４月） 

○中道志川あゆまつり（７月） 

○中野神社の祭礼（７月） 

○鳥屋諏訪神社例祭（鳥屋の獅子舞、８月）

○道志川合唱祭（９月） 

○津久井やまびこ祭り（１０月） 

 

 

 

 

 

 

■相模湖町 

主 な 観 光 地 主なまつり・イベント 

○相模湖（かながわの景勝 50 選・かながわの

花の名所 100 選） 

○県立相模湖公園（かながわの公園 50 選） 

○相模湖ピクニックランド 

○ふるさとの森 

○かたくりの郷 

○小原宿本陣（神奈川の町並み 100 選） 

 

○相模湖やまなみ祭（４月） 

○ふるさとの森新緑祭（４月） 

○相模湖ダム祭（７月） 

○さがみ湖湖上祭花火大会（８月） 

（かながわのまつり 50 選） 

○ふれあい広場（１０月） 

○ふるさとの森感謝祭（１１月） 

○小原本陣祭（１１月） 

 

 

 

■藤野町 

主 な 観 光 地 主なまつり・イベント 

○陣馬山・陣馬山のヤマザクラ（県立自然公園・

かながわの景勝 50 選・かながわの花の名所

100 選） 

○藤野園芸ランド・園芸ランド遊歩道 

（森林浴の森日本 100 選） 

○町営やまなみ温泉 

○芸術の道 

○県立芸術の家 

○竹の子の里 

○相模湖 

○藤野ふるさと芸術村メッセージ事業（通年）

○和田鯉のぼりの谷渡し・こいこい祭り 

（５月） 

○綱子アジサイ鑑賞まつり（６月） 

○藤野のまつり（８月） 

（かながわのまつり 50 選） 

○太陽の市場（ふじの産業まつり）（１０月）
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【主な文化財】 

区    分 名       称 備  考 

勝坂遺跡  
国 （史 跡）

田名向原遺跡  

太刀 銘 定吉  
国 （工 芸 品）

短刀 銘 賀州住真景  

オオサンショウウオ  
国 （天 然 記 念 物）

ミヤコタナゴ  

県 （建   造   物） 旧青柳寺庫裡  

下九沢御嶽神社の獅子舞  

相 模 原 市 

県 （無形民俗文化財）
大島諏訪明神の獅子舞  

国 （史       跡） 川尻石器時代遺跡  
城 山 町 

県 （工   芸   品） 鰐口（普門寺）  

県 （絵       画） 紙本淡彩十六羅漢図  

県 （考 古 資 料） 三ヶ木遺跡出土品  

県 （無形民俗文化財） 鳥屋の獅子舞  
津 久 井 町 

県 （天 然 記 念 物） 青根諏訪神社の大杉  

国 （史      跡） 寸沢嵐石器時代遺跡  
相 模 湖 町 

県 （建   造   物） 小原宿本陣  

国 （建   造   物） 石井家住宅  

県 （建   造   物） 石楯尾神社本殿  

県 （絵      画） 絹本著色熊野権現影向図  

石楯尾神社の二本杉とその社叢  

キマダラルリツバメとその生息地 藤 野 町 全 域

カタクリの自生地  

藤 野 町 

県 （天 然 記 念 物）

ギフチョウとその生息地 藤 野 町 全 域

資料：相模原市市政の概要〔平成 14 年度版〕、津久井郡の社会教育〔平成 14 年度版〕他 

（注）各市町が独自で指定・登録している文化財は掲載を省略した。 
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